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子ども(学齢期)の成長発達と家族の役割

【主  催】 山□県立大学  【共  催】山陽小野田市教育委員会
【受 講 料】 1,500円 ※初回受講時にお支払いください。
【定  員】 40名 程度
【申込期限】 5月 18日 (水)
【申込方法】 名前、住所、電話番号を明記のうえ、はがき、ファックス

または E―manで申し込んでください。電話でも受け付けます。
【受講通知】 講座開講までに、各自へ「はがき」でお知らせします。
【申込・問合せ先】

〒756-8601 山陽小野田市日の出1丁目1番 1号

回数 日  時 講 座 内 容 講  師

1
6月 4日

(±0窪日)

「今を生きる子どもと家族を考える」

六人ひとりでも生きることが大変な今日、子どもや

家族はどのような生活状況にあるのか。

改めて、親、家族、そして、子育てについて考えて

みましょう。

社会福祉学部 准教授
二村 克行

2
6月 11日
(土曜日)

「教育相談の現場から、親子関係を見つめる」

不登校やいじめなど、学校における子どもの問題に

カウンセラーとして関わつてきた経験から、家庭にお

いて何が大切なのか、考えてみましょう。

社会福祉学部 准教授
大石 由起子

3
6月 18日
(上躍日)

「スクールソーシャルワ…クと子ども家庭支援』

学齢期の子どもや家庭の問題とその支援に対伝 学

校を基盤に展開されるスクールソーシャルワークの実

践を交えて解説します。

社会福祉学部 准教授
山本 {圭代子

4
6月 25日
(±1窪日)

「子どもが育つていくことは法にどのようにか

かわつているか」

子どもの声に耳を傾けることが親の権利・義務・責

任であるとされています。このことの意味について、

親権法改正の動向を視野に入れながら、考えてみます。

社会福祉学部 准教授
藪本 知二

5
7月 2日

(土曜日)

「少年期を饉る」

一学校と地域が手をつなぎ―

子どもの心身の動きが最も活動的に表に出てくる少

年 。少女期。学校・地域・親としてそこにどう立ち会

うか、を考えます。

社会福祉学部 教授
地域共生センター 所長
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